






















































































































































































































































































（ l(旧1年」ﾉ] ． 8 1
2牧志第一公設市場（ 1蝿()年12月開設I
J 牧‘と龍 を公設巾場（ 1969年11月開設）











































































































紫野菜，魚鯛豆寓，モヤシ． オカラ． r1モギ．苫龍， キビガラ
ユデ昆布，千切大根
栄元手I1j判 私設 80
紫野菜，豆腐， モヤシ．魚賦， 肉鯉ユデ昆力j･卵，牛･野， 糸瓜，
萌瓜．生聾，キウリ，冬瓜， ト料瓜， 千切大槻， カマボコ，オカラ
業野菜，豆腐，肉類，魚類，演物， 大根，卵， モヘ｡シ， キ『7'j’千






















































































































































































































































社, 1999年9月）でも「那覇の市場は1932 (昭和7)年[1918 (大正7)年













































































































































































本条例に依り使用料を収めなければならない」 （第1条） とし， その使用料































定通貨変更という複雑な経緯を経て, B型軍票円が法定遡貨になり, 1 ドル
=12()B円という為替変換比率が設定された。その後，それは1958年まで使
われた。

































































































































































































































しかし， このような動きに反発して, 1960年3月， ガーブ川商店街組合
は「血と汗で築きあげたこのガーブ川畔はあくまでも私達に権利があり，
生活の根拠地である。 この土地を追われると私達はその日から路頭に迷わ
ねばならないので， あくまでも確保し…･ ‘ ･ ･」32） という姿勢を打ち出した。











































































































































































































































































































































































タイムズ社， 1989年6月） 76 77ページ。
吉川博也，前掲譜， 77ページ。
同上， 69ページ。
旧盆と|日正月などの伍統的行事が行われる時期には， それらの行事で使用
する豚肉をはじめとする食材や物資の調達のためにかな、の人出がみられる
という。那覇市民にとっては， 「市場地帯」は，匿統文化と結びついた食材
や物資を調達しうる賢璽な場所になっているのである。
202－
51 )
52）
53）
54）
りり
Jと
那捌,ljの公設市場につL ,て
てではあったが，那網市の公設市場の歩み､を辿る作業を行ってみた。
これまで象てきたように，那覇市の公設市場は，終戦直後の激励期にお
いて自然発生した闇市場を母体として誕生した。そしてその後， その周辺
の商店街や「農連市場」とともに，迂余曲折を経つつも，生鮮食料品をは
じめとする生活物資の一大集散拠点として成長した。それは， すでに戦前
にもこのような役割を果たしていた市場が存在していたから，戦前の市場
の復活・再生ともいえた。本上復帰後の大きな商業環境の変化（例えば，
広域流遡・大規模流憩の進展,本土の大規模商業資本の進出,モータリゼー
ションの進展消費者行動の変化など）に伴い，公設市場は．周辺の商店
街， 「農連市場」とともに， 従来那覇市において担ってきた機能・役割を
大きく後退させることになった。那覇市役所も「公設市場は全体として当
初の公設的機能と役割をすでに失っていると云われて久しく， 今日ではこ
の公設運営の早急な見直しを求められている現状にあります」 （那網市経
済部労働生活課『那鰡市公設市場の概要(1996年)』） という姿勢を打ち出
しており， その前途は必ずしも明るいとはいえない。那覇市の公設市場の
シンボル的存在である牧志第一公設市場に関していえば，今日み､られる賑
わいは，観光客という外的要因によって支えられているところが大きい。
したがって，那覇市の公設市場が今日抱えている問題は．本土の公設市場
と共通するものがかなり多いといえる。
最後になったが，我々の訪問に快く応じて下さ-〕た那覇市の公設市場関
係者に厚く御礼申し上げる。また，貴重な資料を提供して下さった琉球大
学農学部教授吉田茂氏に深く感謝する次第である。
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